
温暖化防止のルール求める署名を開始

去る９月１７日、わかやま環境ネットワークは運営委

員会を開き、全国規模で始まったMAKE the RULEキャン

ペーン（＊）と連携して、独自の署名運動を始めること

を決議しました。

署名は、「温暖化ガスを早く確実に減らす制度や仕組

みの基になる法律をつくってください」と衆参両院議長

に対して請願するもので、県内で来年春までに５０００

名の署名獲得を目指します。

わかやま環境ネットワークは、地域の温暖化防止活動

を推進するため、これまで市民への普及啓発活動を中心

に活動してきました。

しかし、地球温暖化は、市民ひとりひとりの自覚と努

力だけで解決できる問題ではありません。現実に、地球

温暖化についての意識が市民や産業界に広がってきてい

るにもかかわらず、日本国内のＣＯ2排出量は、ほとん

ど減っていません。

最新の科学の知見

では、地球上の生物

と人類への破滅的影

響を避けるためには、

２０５０年までに世

界の温暖化ガス（Ｃ

Ｏ2など）の排出量

を半分に減らすこと、

そのためには先進国

の排出量を８割以上

削減することが必要

だと、結論づけられ

ています。しかしながら、国際社会も、また国内におい

ても、そうした「低炭素社会」実現へのシナリオがまだ

できていません。 （次ページへ続く）
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２０１２年に京都議定書の第一約束期間が終了します。

その後のことを取り決めようと、来年１１月にコペンハー

ゲンでＣＯＰ１５（気候変動枠組条約第１５回締約国会

議）が開かれます。それまでに、日本がしっかりと温暖

化ガス削減への軌道に入れるように、そして国際社会の

イニシアティブをとれるように、私たちは、「確実に」

また「早く」温暖化ガスを減らすための制度や仕組み

（たとえば炭素税・排出量取引制度・自然エネルギーの

固定価格買取制度など）をつくる必要があると考えます。

そのことを市民に訴え、市民の声によって政治を動か

すために、私たちは署名という手段をとることにしまし

た。もちろん、これまでどおり、地球温暖化防止活動推

進センターとして、草の根の普及啓発活動を続けていき

ながら、ＣＯＰ１５を視野に入れた運動として取り組む

考えです。

2009年３月７～８日
「地球市民フォーラムin高野山」（仮称）

また、このキャンペーンの一環として、来年３月７日

～８日、全国の温暖化防止の活動を進める市民を集め、

外国からのゲストも招き、高野山において「人類の未来

が’０９コペンハーゲンで決まる～ＳＴＯＰ温暖化のた

めにわたしたちができること」をテーマに、「地球市民

フォーラム」（仮称）を開催することも決めました。こ

れにはMAKE the RULEキャンペーン実行委員会も共催に加

わります。

私たちの力量からいってたいへん高いハードルとなり

ますが、会の総力をあげ、また多方面の方々・団体のご

協力をいただいて、このキャンペーンを成功させたいと

思います。

会員のみなさん、市民のみなさん、ぜひ力をお貸し下

さい。

MAKE the RULEキャンペーンとは

２

気候ネットワークを中心に、国内の諸団体

（現在約４０団体～下欄参照）が賛同して実

行委員会を結成し、気候保護法の制定を目指

す運動。詳しくは、www.maketherule.jp 参

照。わかやま環境ネットワークも、同実行委

員会の構成団体です。

Make the Ruleキャンペーン実行委員会

よびかけ人
（8月21日現在、順不同、敬称・肩書き略）

トム・ヨーク・三浦雄一郎・ルー大柴・中村敦夫・

立松和平・北川正恭・桜井正光・枝廣淳子・西岡

秀三・大木浩・浅岡美恵・飯田哲也・小田全宏・

加藤三郎・田中優・辻信一・藤田和芳・ランダル・

ヘルテン

（全国団体）
あおぞら財団・FoE Japan・環境エネルギー政策

研究所・「環境・持続社会」研究センター（JACS

ES）・環境市民・日本環境法律家連盟・環境文明

21・気候ネットワーク・公害・地球環境問題懇談

会・自然エネルギー推進市民フォーラム・Japan

Young Greens・新日本婦人の会・ストップ・フロ

ン全国連絡会・全国地域婦人団体連絡協議会[予

定］・太陽光発電所ネットワーク・WWFジャパン・

地球環境イニシアティブ・地球環境と大気汚染を

考える全国市民会議（CASA）・ピースボート[予

定]・ひのでやエコライフ研究所・ワーカーズコー

プエコテック

（地域団体）
北海道グリーンファンド・青森県環境パートナー

シップセンター・ユメメシ実行委員会・超学際的

研究機構・川口市民環境会議・いちかわ地球市民

会議・足元から地球温暖化を考える市民ネットえ

どがわ・エコプランふくい・地球温暖化防止京都

ネットワーク・コンシューマーズ京都・サークル

おてんとさん・わかやま環境ネットワーク・大阪

府民環境会議・おかやまエネルギーの未来を考え

る会・住環境えひめ・】環境とくしまネットワー

ク・気候ネットワーク高知・再生可能エネルギー

推進市民フォーラム西日本・環境ネットワークく

まもと・気候アクションセンターおきなわ

わかやまの独自署名
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和歌山県における太陽光発電及び風力発電の普及状況

について、新エネルギー財団等の資料やマスコミの報道

等から、分かる範囲で把握してみました。

太陽光発電の状況
～住宅用設備へもっと補助を！～

太陽光発電の設置状況は、住宅用は０７年度までに

4,295件、15,335kw、公共施設・企業等の設置は約30件、

約15,000kw、合計約３万kw能力の太陽光発電システムが

導入されています。これによる年間発電量は約3,000万k

whと推測されます。

地球にふりそそぐ太陽エネルギーは毎秒４２兆キロカ

ロリーといわれ、わずか１時間で世界で１年間に消費さ

れるエネルギー量に匹敵するそうです。この恵みを最大

限に活用することが地球温暖化防止に大いに有効である

事はいうまでもありません。ここで注目したいのは、い

まの電力会社による買取価格ではけっして元が取れない

太陽光発電システムを、県内で4,000を超える家庭が設

置しており、「できれば設置したい」市民も多数あるこ

とです（H17年度の県による意識調査では約６割が温暖

化対策に「クリーンエネルギー利用促進」をあげ、26％

の県民が「今後太陽光発電を設置したい」と答えている）。

県が今年度から「設備導入促進事業」（25,000円／kw

～上限5kw）の補助を実施していますが、独自に設置支

援事業をしている市町村は皆無であり、長野市・飯田市

など23の市町村が何らかの事業を実施している長野県や、

近隣府県の市町村の状況と比較（表A）しても、見劣り

がします。

業界の技術努力や量産の効果もあり、設置単価がここ

数年の間に６～７割に下がってきてはいるものの、やは

りその費用負担の大きさ、余剰電力の買取価格の安さが

設置拡大を阻んでいる要因でしょう。

風力発電の状況
～150基の風車が和歌山に?!

また、風力発電については、旧吉備町の230kw×１基、

ノーリツ鋼機600kw×１基、広川町1,500kw×１基に加え、

㈱広川明神山風力発電所が今年12月から稼動させる予定

の1,000kw×16基、有田市に日立キャピタル㈱が1990kw

を１基建設し、現地点で大小あわせて20基の風車が和歌

県内に建設されています、さらに白馬、有田川、日高、

由良で経産省が事業認定済みものが50基以上（1300～20

00kw）もあり、その他にも1500～2000kw規模の風車が70

基余り計画されているようです。これら計画中のもの

も含めると、合計150基近くの風車が23～25万kwの電力

を生み出すことになります。年間発電量は5億kwh以上

と推測され、これは一般家庭の年間電気消費量の約１

３万世帯分になります。ただ残念なのは、これらの風

車が市民と共同して建設されたり計画されてはいない

ことです。ともあれ、化石エネルギーから自然エネル

ギーへのシフトが始まっていることは確かです。

市民の立場から「創エネ」を！

「省エネ」は私たち誰にでもできる『市民節電所』

であり、大事な活動です。が、同時に、自然エネルギー

を活用した「創エネ」を進めること、そのための社会

環境（導入補助制度の拡充、買取価格を引上げさせる

等）をつくることは、持続可能な地域社会をつくる上

で、重要な私たちの活動であると思います。和歌山県

に豊富にある木質バイオマスの利活用も、大いに進め

てゆくべき課題です。自然エネルギーによる「創エネ」

のために我々ＮＧＯ自身がもっと足を踏み出すべきで

はないでしょうか。それは、行政や企業に対して市民

の立場から求めるべきを求め、同時に、自治体や企業

と協働する場を広げること、市民が共同で「創エネ」

することなど、創意あるとりくみが大事になってきて

いると思います。

表A 住宅用太陽光発電設置への支援自治体
（新エネルギー財団ＨＰより作成）

支援自治体

和歌山県 1 和歌山県

三重県 30

三重県 津市 四日市市 伊勢市 松阪市 桑名市

鈴鹿市 名張市 尾鷲市 亀山市 鳥羽市 熊野市

いなべ市 志摩市 伊賀市 木曽岬町 東員町

菰野町 朝日町 川越町 多気町 明和町 大台町

玉城町 南伊勢町 度会町 大紀町 紀北町

御浜町 紀宝町

滋賀県 2 滋賀県 野洲町

京都府 3 京都府 京都市 南丹市

大阪府 7
泉大津市 茨木市 豊中市 池田市 高槻市

富田林市 箕面市

兵庫県 9
兵庫県 神戸市 尼崎市 洲本市 桐生市

豊岡市 加古川市 猪名川町 稲美町

奈良県 1 生駒市

自然エネルギー（風力・太陽光）と地域
広川明神山風力発電所



念願のWeNET・ユース部会設立か!?

『イマドキの若者は、結構頼もしい！』そんな気持ち

にさせてくれるような若者たちに会いました。

時は9月18日、当ネットワークが事務局を務めた「CLEA

Nわかやま」のファイナルイベントに参加してくれた高校

生ボランティアとの交流＠NPOボランティアサロン。来て

くれたのは、ファイナルイベントの午後から夜にかけて

行われた「わかやまライブハウスクリーンツアー」の取

材班の担当をした高校生たち（主に、北高校と大成高校）

の中の男子4人。

まずは、彼らが撮影したビデオを「CLEANわかやま」実

行委員会メンバーらと共に鑑賞。ライブ出演しているミュー

ジシャンやライブハウスのオーナーのインタビューも上

手くこなしていました。

その後、重栖代表から高校生たちに向けて「CLEANわか

やま」の趣旨と経緯が話されると、「え？僕らそんな大

きな問題に関っていたの？」という面持ちでした。

問題山積の地球を担っていかなければならない彼らの

感想は、一様に「今回、とても良い経験をしたと思う。

これからもどんどん積極的に参加していきたい。」でし

た。

この頼もしい言葉に、私たち大人もまた、思いを新た

にした次第です。
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【会員募集にご協力を】

先の定期総会で、今年度から会費を個人１，０００円、ＮＰＯ・市民団体２，０００円、企業１０，０００円に安

く改定し、広く会員を募集することを決めました。この間、温暖化問題の意識高揚もあり、数人の方が新たに加入し

てくれました。今年度から環境教育や自然環境の事業を展開しており、環境問題に関心のある市民の方々を幅広く結

集することが大事になっています。ぜひ、みなさんの周りの方に声をかけてください。

県内の自然系ＮＰＯ・団体のみなさま

前号でお知らせしましたように、会員団体をは

じめ、自然環境を守り、良くするため努力されて

いる団体・個人が集い、情報交換と交流を兼ねて

「生き物発見事業」のワークショップを行うこと

になりました。

「生き物発見～生物多様性 ワークショップ」

日 時：12月6・7（土・日 １泊２日）

場 所：ビオトープ孟子
参加費：有料（近日中に確定します）

【お詫びと訂正】

うぃねっと通信第10号の記事（２面下）「県内の特定事

業…」について一部訂正いたします。

■第１種特定事業者について、「原油燃焼3000KL／年以

上、電気1200万Kｗｈ／年以上使用」と表現しています

が、これは不正確であり、「第1種特定事業者」とは、

「原油換算3000KL/年以上使用」の事業所のことです。

お詫びをし、訂正をいたします。

９月２０日、講師講習会を開き、７名の推進員さ

んが参加されました。今年度、新たに６人の方が

講師登録され、ホームエコ実践教室の講師陣は35

人となりました。ぜひ、みなさんの周りで実践教

室を開いていただける方をご紹介ください。

クリーン和歌山（高校生ボランティア交流会）


